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第 1 章

問題の所在

本研究では、インドネシア共和国で実施

されている蹴球戯の 1 つであるパラガ

（paraga）を対象とする。パラガは、ラガ

と呼ばれるボールを用いてリフティングを

する民族スポーツである。パラガは他の蹴

球戯にはみられない蹴り方を有し、手の使

用を技術として認められ、ススンやフォル

マシといった他の蹴球戯にはないコンビネ

ーションが特色である。このような独特な

スタイルをもつパラガに関する先行研究は

少なく、不透明な部分が多い。

本研究ではパラガに関する先行研究を整

理し、フィールドワークのデータを用い、

パラガの身体技法の変容を論じることを目

的とする。特に蹴り方に焦点を当て、機能

解剖学の言葉を用いて記述しパラガとセ

パ・ラガの蹴り方を比較する。その際、パ

ラガの身体技法を考察する上で欠かせない

文化史的事項ついても検討し、パラガを特

徴づける身体技法が成立した背景を明らか

にする。本研究によってブギス＝マカッサ

ル族のパラガが東南アジアの蹴球戯の比較

研究資料となることを望んでいる。

第 2 章

第 2 章では、調査地対象地及びブギス=

マカッサル族についての基礎情報を概観し

た。

第 3 章

ここではパラガに関連する 3 つの文献を

整理し、パラガを再構成することを目的と

する。

セパ・ラガは、国際的交易によって、ス

マトラ島やマレー半島からマカッサルへ 15、

16 世紀に伝播された。リフティング回数が

重視されるセパ・ラガは、王国と結びつき

セパ・ラガがマカッサル化される。マカッ

サル化とは、リフティング回数が目的のセ

パ・ラガに３つの機能をもたせるプロセス

であった。まず、セパ・ラガはブギス＝マ

カッサル族の神話的世界観を通した儀礼的

機能を獲得した。王国での公的行事で必ず

披露され、セパ・ラガの蹴り方の全てが王

国に関連した意味を帯びるようになった。

次に王国行事や収穫祭での来賓をもてなす

ためのアトラクションの機能を持った。最

後に、セパ・ラガは男性性の象徴機能をも

つようになった。つまり、女性がパートナ

ーとしての男性を判断する基準がセパ・ラ

ガの熟練度に重ね合わせられるようになっ

た。そのためセパ・ラガは、他の男性より

優れていることを示す競争的な遊びへと変

容した。その後民衆へ広がったとされる。



第 4 章

本章では、フィールドワークで得られた

データを基に、現在マカッサルで実施され

るパラガの実態を記述することを目的とし

た。

第 3 章で確認できなかった、現在のパラ

ガを特徴づける身体技法であるススンとフ

ォルマシの種類とパターンについて詳述し

た。

また、パラガに関する説話を収集に成功

し、ラガがブギス＝マカッサル族の 3 界観

念を表し、3 界観念との結びつきが 3 重構

造のラガを導いたことを指摘した。

第 5 章

本章では、第 3 章、第 4 章で論じた内容

を踏まえ、身体技法の記述からススンとフ

ォルマシの成立の背景を明らかにした。

「セパ・ラガの蹴り方」から「パラガの

蹴り方」への変遷を検討した。その変遷過

程でススンとフォルマシが創造されたこと

を明らかした。なお、ススンやフォルマシ

は文献上、1929 年以降にみられることから、

1929 年をセパ・ラガからパラガへの転換点

であると指摘した。

パラガの蹴り方は、必要最低限の動きで、

しかも「足趾の 3 つの動き」によって、ラ

ガを正確に扱うことが要求される。そして、

これらの基本的な動きは従来の大きな動き

を特徴とするセパ・ラガにはみられない動

きであったが、ススンのようにパートナー

の肩の上という不安定な体勢でラガを蹴る

のに適した蹴り方を生み出したと考えられ

る。

第 6 章

結論にかえて

第 3 章から第 4 章にかけての考察から、

15,16 世紀にセパ・ラガがマカッサルへ伝

播した。その後、王国と結びついてセパ・

ラガのマカッサル化が起きた。マカッサル

化によってセパ･ラガは 3 つの機能を持つ

に至った。マカッサル化は、従来のセパ・

ラガにラガの形態の変容、目的の変容を要

求し、ブギス＝マカッサル族独自のセパ・

ラガの蹴り方を形成したことを論じた。

第 5 章では、身体技法の記述からススン

とフォルマシの成立背景を明らかにした。

ここで、「パラガの蹴り方」と「セパ・ラ

ガの蹴り方」を定義した。また両者の動き

を機能解剖学の言葉で詳述し比較すること

によって、セパ・ラガよりもパラガの方が

動きがコンパクトであることが明らかにな

った。

そして両者の蹴り方の違いが、ススンと

フォルマシを創造し、パラガのコンパクト

な蹴り方を前提として、ススンやフォルマ

シが成立したと結論付けた。
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